第6507回ＱＣサークル大会　第17回小集団改善活動若鮎大会
体験事例発表　講評用紙
2023年10月27日
	発表No. 201
	ルイジ　　　　　　　サークル殿   

	講評のチェックポイント

　・テーマの選定　　　　　　・問題解決の進め方　　 ・手法の使い方　・技術技能の向上　
・サークル(メンバー、リーダー)の成長・運営の工夫　　　　　　　・創造性

	<感想>

　上司の３F（不安/不満/負担）からテーマ選定してみてはとのアドバイスを受け、更に今回は
課題達成型に取り組まれた活動事例です。
<良かった点>

　・課題達成型では、攻めどころの明確化が重要ですが、本事例は多くの攻めどころを洗い出した
ことで、有効な方策立案に結び付けた良い活動です。
日本HR協会の東澤文二氏は、「ぱくること」「まねること」も改善の手段と言っておられました。　
会場で聴講されている皆様も本日発表されるサークルの事例から多くの「パクリ」「まね」を
持ち帰ってください。
・２つ目の良い点、聴講されている方々に参考にして欲しい点は、活動計画表に各ステップで使う
手法を明記している点です。若手メンバーを育てる目的がある場合このように使用する手法を
明確にしておくことで、教育の重点が絞られます。
<今後の活動に向けたアドバイス>

　スライド２３に「かんばん作成発行業務を製造部門へ移管」とあります。生産管理部門の業務は
減りましたが、製造部門では増加したことになりますが、業務全体としては改善された、いわゆる
全体最適であることを明記された方が第３者も業務移管された事が理解できます。


	上司の方、推進事務局の方へ
・テーマ選定において緊急性が最も高かった項目が外れました。例えば、至急解決しなければならな
　いので、職制に打ち上げて対応したなどと表記されると第3者も納得します。
・標準化と管理の定着の「どうする」で、「勉強会実施」「手順書作成」とありますが、対策したことを
メンバーが理解し、定着するための手段を「どうする」の項目に記載された方がベターです。

	講評者氏名
　　平林　輝吉
	電話番号
　 0575-33-4187

	連絡先(勤務先・所属)

　　ＱＣサークル岐阜地区　副世話人　元）メイラ㈱


2015年2月20日改訂
第6507回ＱＣサークル大会　第17回小集団改善活動若鮎大会
体験事例発表　講評用紙
2023年10月27日
	発表No. 203
	BTS　　　　　　　サークル殿   

	講評のチェックポイント

　・テーマの選定　　　　　　・問題解決の進め方　　 ・手法の使い方　・技術技能の向上　
・サークル(メンバー、リーダー)の成長・運営の工夫　　　　　　　・創造性

	<感想>

　休暇などで、当直人員が少ない時にエリア限定放送の一部業務ができない事があり、これを
解消しようと取り組まれた活動事例です。
<良かった点>

　・目標が決まり活動を開始する際にストーリー判定をやっておられます。今回は、問題解決型ですが、
このようにストーリー判定することで、取り組むテーマが「問題」なのか「課題」なのかが明確になり、
若手メンバーがおれば、活動ステップのなかでなにを教えたらよいかも予知できますので、会場の
皆様も参考にして下さい。
　
　・対策実施に移る際、まず回路図を作り問題無いかの検証をおこなったことは、トライアンドエラーの
　　防止に有効であり、また、対策機器をすぐ取り付けずに試験操作をやり、そこで改善点を見つけ
　　改良を加えた点は、ムリ・ムラ・ムダの防止にもつながり、良い活動と感じました。

・反省点にサークルメンバー以外への装置使用法の普及に時間を要したとありますが、関係者への
横通しは大切なことです。　これからも活動で得られた成果の横通しは継続して下さい。

<今後の活動に向けたアドバイス>

　標準化と管理の定着で、「なにを」「いつ」「どこで」「誰が」「どのように」でまとめておられますが、
「なぜ」も盛り込むことをお勧めします。
月日がたつと、なんでこんなことやっているんだろうか。場合によっては、メンバーが変わると、やめ
ようかにもなりかねないので、対策（作業）をやっている理由「なぜ」が明記されていると継続されます。



	上司の方、推進事務局の方へ
　サークルとしてのスキル評価はありますが、個人のスキル評価もいれることもお勧めします。
スキル評価を基に個々の良さは伸ばし弱点を克服することでチームとしても更に成長していくと考え
ます。　私の母校長岡高校（旧制長岡中学）出身著名人「山本五十六閣下」の書に「常在戦場」があり
ます。常に色々な事態に対応できるよう個人もチームもスキルＵＰを心掛ける事が重要と思います

	講評者氏名

　　平林　輝吉
	電話番号

　 0575-33-4187

	連絡先(勤務先・所属)

　　ＱＣサークル岐阜地区　副世話人　元）メイラ㈱


2015年2月20日改訂

第6507回ＱＣサークル大会　第17回小集団改善活動若鮎大会
体験事例発表　講評用紙
2023年10月27日
	発表No. 205
	子持ち鮎　　　　　　　サークル殿   

	講評のチェックポイント

　・テーマの選定　　　　　　・問題解決の進め方　　 ・手法の使い方　・技術技能の向上　
・サークル(メンバー、リーダー)の成長・運営の工夫　　　　　　　・創造性

	<感想>

　新規顧客の図面作図ルールが決まっていないことから、新たな担当者への説明が困難で図面の
バラツキがあることを、施策実行型で活動された事例です。

<良かった点>

　・冒頭で、「活動の楽しさ」を明らかにされていますが、ややもするとQC活動を苦しい活動と称される
　こともあり、やらされ感で活動されている方もおられると思います。　子持ち鮎サークルさんのように
　活動の楽しさをメンバーで共有することで、つまずきそうになった際でも乗り越えることが出来ると

　考えます。

　

　・対策立案のステップで、ＰＤＰＣ法を用いられました。PDPCは、Process Decision Program Chartの

頭文字をとったもので、新QC７つ道具に分類され、現在の状態と目標とする状態を明確にして、
活動を進めて行く過程で発生するであろう変化を予測し、当面の方策をを予め決めておくことで、
活動の遅滞を防止することに役立ちます。
　　安全衛生活動では、ＫＹ活動と呼ばれる「危険予知」の活動と似たものです。
　　会場の皆様も参考にされてはいかがでしょうか。
　
　・対策を決める際に、顧客に対策案を見てもらい意見を聴き、より実効性のあるものにしてから
　対策をやられたことは良かったと感じました。

<今後の活動に向けたアドバイス>

　・標準化と管理の定着ですが、取り組まれた対策を全員が理解し、確実に実行できるためには
どうすべきかの観点でまとめることが大切です。
「周知する」や「更新する」だけでは、「やりました」で終わりかねないのでアドバイスさせて頂きました。

　・効果確認は、数値化できるものは数値化をお勧めします。「作業効率が良くなる」と言葉で表現
　　されていますが、例えば人による作業時間バラツキが無くなり、作業に1時間かかっていた人も
　　３０分でできるようになったなどと数値化すると第３者への説得力が増します。

	上司の方、推進事務局の方へ
　施策実行型は、「対策」優先の短期間でテーマ解決に至る活動スタイルです。
今回の活動計画では、６ヶ月をかけてテーマ解決となっています。
施策実行型を選択されたのであれば、３ヶ月以内でのテーマ完了の活動計画立案が望ましいです。


	講評者氏名

　　平林　輝吉
	電話番号

　 0575-33-4187

	連絡先(勤務先・所属)

　　ＱＣサークル岐阜地区　副世話人　元）メイラ㈱
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第6507回ＱＣサークル大会　第17回小集団改善活動若鮎大会
体験事例発表　講評用紙
2023年10月27日
	発表No. 207
	ユニエレカ２　　　　　　　サークル殿   

	講評のチェックポイント

　・テーマの選定　　　　　　・問題解決の進め方　　 ・手法の使い方　・技術技能の向上　
・サークル(メンバー、リーダー)の成長・運営の工夫　　　　　　　・創造性

	<感想>

　初めてテーマリーダーに挑戦されたが、途中幾度も失敗の壁にぶつかりながらもリーダーやメンバーに
励まされテーマ完了された良い活動事例です。

<良かった点>

　・テーマ選定は、多くのサークルはマトリックス図で重み付けし決定としていますが、本事例は重み
付け後に３現（現場、現物、現実）で検証したうえでテーマ決定されています。３現をおこなうことで、
メンバー全員が納得するでしょうし、予備的な現状把握もできます。

　体に負担がかかるという個々人の感覚を数値化されました。数値化することで第３者にも負担の
程度を理解させることができます。
　
・本事例では、アローダイアグラムという手法を使っております。活動のなかでは、やるべき事が
多数ありますが、アローダイアグラムを作ることで、同時並行して実施できる作業が洗い出され、
活動日数の削減や調整が予め可能になります。
聴講されている皆さんも参考にして下さい。
<今後の活動に向けたアドバイス>

　ストーリーや手法ではアドバイスはありませんが、効果確認で作業バラツキが低減されたとあります。
たぶんに作業時間も低減できたかと思います。時間低減は消費するエネルギーの削減にも繋がって
おりますので、環境面でもCO2削減にも寄与したかと推察できますし、作業姿勢が改善されていること
から安全面でのリスク評価も下がったと思いますので、効果は多面的観点からまとめられると、ユニエレ
カ２サークルさんの活動が企業貢献していることが、更に評価されると考えます。



	上司の方、推進事務局の方へ
　実力のあるサークルです。活動の振り返りで「３年計画でロードマップを策定し、改善を止めず継続」
とあります。ぜひ運営事例での発表して下さることを期待しております。


	講評者氏名

　　平林　輝吉
	電話番号

　 0575-33-4187

	連絡先(勤務先・所属)

　　ＱＣサークル岐阜地区　副世話人　元）メイラ㈱


2015年2月20日改訂

第6507回ＱＣサークル大会　第17回小集団改善活動若鮎大会
体験事例発表　講評用紙
2023年10月27日
	発表No. 209
	The Trains　　　　　　　サークル殿   

	講評のチェックポイント

　・テーマの選定　　　　　　・問題解決の進め方　　 ・手法の使い方　・技術技能の向上　
・サークル(メンバー、リーダー)の成長・運営の工夫　　　　　　　・創造性

	<感想>

　熱処理工程という高い品質と安全性が要求されるなかで洗い出された困り事をゼロにしようと、
取り組まれた活動でした。

<良かった点>

　・現状把握をしっかりとやられたことで確実な対策に結び付いています。　聴講されている皆さんも
本事例のように現状把握を大切にして下さい。
　
・特性要因図で重要要因を洗い出し、その後要因の検証をおこない真の要因かを確かめておられ
ますが、これは基本に忠実で良い事例です。
　
・反省と今後の課題で、「良かった点」「苦労した点」「今後の展開」を各ステップ毎にまとめておられ
ますが、それぞれのステップで良い点、改善すべき点をまとめておくことは、次の活動で継続する事や
工夫すべき事が明確になるので、次のテーマ活動でも続けて下さい。
　
・対策案で水の流れを全開にすると決めましたが、実行する前に「なぜ」バルブを絞っているかの理由　
を、調べ全開しても問題無いことを確認されました。決め事を変更る際には、２ゲン（原理・原則）を
確認することが重要です。　２ゲンに反する対策変更をおこなうと怪我や事故発生につながります。
<今後の活動に向けたアドバイス>

　効果確認において、可能であれば効果金額も示して頂くと、上司や経営層に「The Trains」サークル
さんの活動が企業貢献しているかがアピールできますので、次回の参考にして下さい。


	上司の方、推進事務局の方へ
　・テーマ選定マトリックス評価で今回テーマは、緊急性「５」と緊急度が最も高い評価ですが、テーマ
完了まで７ヶ月もかける活動計画となっており、緊急度は低いと推察されます。項目名をテーマ完了
させる事で得られるサークルの「結束力」、「満足度」などとした方がベターです。

　・逆火の発生本数は明記されていますが、逆火が発生すると製品は不良になるのか大丈夫なのか
の表記がありません。製品品質に影響無いのであれば明記することも検討して下さい。

	講評者氏名

　　平林　輝吉
	電話番号

　 0575-33-4187

	連絡先(勤務先・所属)

　　ＱＣサークル岐阜地区　副世話人　元）メイラ㈱


2015年2月20日改訂

本講評用紙は提出された報文集を基に作成しております。
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